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常務執行役員ファイナンス本部長 中塩浩幸

商工中金による

地域活性化に向けた宿泊施設/業界
との連携事例、観光振興の取り組み

第二分科会「コロナ禍を乗り越えるための地域の金融機関との連携」
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１．危機対応業務の実績

➢危機対応業務の指定金融機関として、制度を的確に運用しつつ中小企業者に対するセーフティ
ネット機能を発揮。（2022/９末に制度受付終了）

39,902件

2023.3末取組件数

2兆8,037億円

2023.3末取組実績 30%

25%
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3%

8%

2%

8%

貸出金全体

危機対応

(コロナ）

製造業 卸売業 運輸郵便業 小売業 その他サービス 建設業 宿泊業 飲食業 その他

■2023.3末 貸出金業種別残高割合
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２．宿泊業の皆様とのお取引状況

➢コロナ禍において影響を受けた宿泊業に対し、危機対応業務を中心に資金繰り支援実施。

➢お取引先数はコロナ前約７００社から約１，２００社へ

➢ご融資残高はコロナ前約１，５００億円から約３，０００億円へ

414 
610 634 644 

293 

507 529 534 

先数 先数 先数 先数

2020年3月 2021年3月 2022年3月 2023年3月

取引先数(社)

旅館 ホテル

足元
1,178

842 
1,316 1,428 1,408 

686 

1,300 
1,530 1,551 

残高 残高 残高 残高

2020年3月 2021年3月 2022年3月 2023年3月

融資残高(億円)

旅館 ホテル

コロナ前
707 コロナ前

1,528

足元
2,960

※ホテルはビジネスホテル、シティホテルが主
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３－１．お取引先企業（宿泊業）の財務状況について

➢商工中金のお取引先企業（約１，２００社）の財務状況推移（直近２期比較）

➢売上高は業界全体で１４６％の増加

➢EBITDA（営業利益＋減価償却）は１社あたり平均で１．６億円改善

3,410 

5,360 
4,630 

8,150 

旅館 ホテル

売上高(億円)

前々期 前期

（売上増加率(前々期→前期)）

旅館業 136％UP １社あたり＋2.2億円

ホテル業152％UP １社あたり＋5.7億円

（改善額(前々期→前期)）

旅館業 ＋463億円 １社あたり＋0.８億円

ホテル業＋1,304億円 １社あたり＋2.6億円

(380)

(810)

83 

494 

旅館 ホテル

ＥＢＩＴＤＡ(億円)

前々期 前期

＋463 ＋1,304
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３－２．お取引先企業（宿泊業）の財務状況について

➢一方で、営業黒字回復企業は増加するも、依然３割程度に留まる

➢総債務償還年数は業界平均で２２年と、ＣＦのさらなる向上が急務

17%
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12%

27%
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99 99 

24 20 

旅館 ホテル

総債務償還年数

前々期 前期

27％
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４－１．地域活性化に向けた宿泊施設との連携事例～個社支援

➢ コロナ前から低収益にあえいでいたが、コロナ禍でキャッシュアウト転落。

➢ じゃらん等の口コミ評価は高いものの、収益性に結び付いていない。

➢ 地元の団体客に強みがあったが、コロナ禍で団体客の集客は大幅に減少

商工中金のハンズオン支援（コンサルティング室＋営業店）

月次で役員会議を開催。ひざを突き合わせて議論をするなかで、課題抽出・対応策を明確にし、実施フォローを継続。

①現状分析（定量分析と定性分析）

②対話と現状認識の共有化（目線合わせ）

③将来ビジョンの整理

④マーケティング・ブランディング勉強会

⑤飲料メニューブックの見直し

⑥販売プランの見直し

⑦料理内容と提供のフロー見直し

➢ セグメント分析・競合調査・ターゲット変更により、

安売りからの脱却。

➢ 宿泊単価（コロナ前）13,000円 → 

（現状）20,000円。じゃらん口コミ総合4.7点

（価格を上げても、評価は下がらない！）

➢ コロナ禍においても昨対＋７３Ｍの営業利益改善。

追加設備投資なし。

取引先

地域 東北地方

業態 旅館

年商
(コロナ前)４億
(コロナ禍)２億
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４－２．地域活性化に向けた宿泊施設との連携事例～組合支援

現経営者の高齢化に伴う事業
承継問題が課題のなか、次世
代旅館経営者と一緒に「財務と
事業をつなぐ経営戦略」セミナー
開催。

地域として何を目指していくのか。
「戦略」「ブランディング」の理解を
深めることで、地域活性化・地域
企業の成長支援に繋げることこを
狙い、勉強会開催。

テーマ

第一回
①管理会計とは？/CVP分析
②損益計算書分析により事業改善ポイントを探
し出す

第二回
①予実管理
②泊食分離とレベニューマネジメント

第三回
①Balanced Score Card
②マーケティングについて

テーマ

第一回

①コロナウィルスが宿泊業に与えた影響

②なぜ、経営戦略なのか

③ブランドとブランディング

④経営戦略の策定手順

第二回 サービスプロフィットチェーンと「幸せ経営」

地域 九州地方

業態 協同組合

組合員 ２４社

地域 北海道地方

業態 協同組合

組合員 １８社

各
15

名
程
度
参
加

各
8

名
程
度
参
加
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５．地域活性化に向けた宿泊業界との連携事例～日本旅館協会様との連携

➢2023年5月、日本旅館協会様との連携開始。

➢具体的な取り組みとして、全国各地での勉強会を通じて宿泊事業者の皆様に経営課題解決に
向けた気づきを得ていただくことを皮切りに、各地域が抱える課題等の個別事情に応じた伴走支
援を実施。

■商工中金が提供する勉強会メニュー（ワークショップあり）

▍管理会計～数値による経営管理

▍経営戦略

▍人手不足

▍マーケティング

 管理会計とは？／ＣＶＰ分析
・経営陣による経営判断・迅速な意思決定に必要な管理会計につい
て学び、損益分岐点分析(CVP分析)による分析能力を身に着ける。

 予算実績管理
・予算の策定と実績の把握、差異分析について学ぶ。

 バランス・スコアカード作成とＫＰＩの設定
・財務、顧客、業務プロセス、学習と成長の４つの視点から戦略を策
定し、重要業績評価指標(ＫＰＩ)を設定する。

 マーケティングと経営戦略
・マーケティングやブランディングの必要性を理解し、経営戦略の策定手
法を学ぶ。

 泊食分離とレベニューマネジメント
・販売価格の設定や原価管理の適正化についての理解及び需要予

測に基づく価格設定(レベニューマネジメント)の活用例を学ぶ。

 人手不足を解消する採用＆評価戦略と最新
マーケティング戦略体得セミナー

・採用に困らない/スタッフが辞めない旅館になるためにやるべき事

・旅館でのgoogleビジネスプロフィール＆instagram活用例

 サービスプロフィットチェーンと幸せ経営
・従業員満足が顧客満足に繋がるサービスプロフィットチェーンの考え方
をもとに、「幸せ経営」の理解を深め、商工中金独自サービス「幸せで

デザインサーベイ」をご紹介。

 道の駅の活性化から学ぶ土産品の販売手法
・道の駅での販売手法、陳列手法、店舗スタッフが育つ人材育成法を
ご紹介。

※皆様の様々な経営課題に応じて追加していきます！
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６．観光振興への取り組み ～和倉温泉プロジェクト

➢ 石川県和倉温泉では約2年前から組合や各旅館経営者と月1回ペースで対話。グランドデザイ
ン設計と観光コンテンツの検討を実施。

➢ 観光協会の旅行商品「スパキャン」と当金庫オリジナルコンテンツである「幸せデザインワーク
ショップ」がコラボしたオリジナルプランを創出。

➢ 当地が世界農業遺産に認定されており、「非日常」を活かしたワークショップを付加し、法人の研
修需要や福利厚生ニーズを取り込みを図っています。
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トップメッセージ

⚫ 2023年6月に、商工中金法の改正法案が成立いたしました。
今回の法改正は「真に中小企業のお客さまのお役に立つ商
工中金のあるべき姿を実現させる」という趣旨で行われるもの
であり、中小企業のための金融機関という当金庫の根幹は決
して変わりません。

⚫ 2022年度は中期経営計画の第１期目として「新たな企業
理念としてPURPOSE・MISSIONを策定し、変化の起点と
する一年」と位置づけ、必要な体制を整備しました。また、当
金庫自身の変革として、人的資本投資やデジタルトランス
フォーメーション推進等に取り組んでおります。

⚫ 真に皆さまのお役に立つ金融機関として、変化につよい社会を
実現する。この変わらない使命のために商工中金は変わり続け
ます。そして、民営化後も商工中金らしさを継続し、お客さまを
支え続けてまいります。

商工中金は民営化後も

変わらない使命のために変わりつづけます。
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■禁無断転載・不許複製

◆本資料で提供する情報につきましては、完全性を保証するものでは御座いません。

◆株式会社商工組合中央金庫（以下「商工中金」）は本資料の受領者が本資料の一部または全部を利用することにより生じ
たいかなる紛争・損失・損害についても責任を負いません。

◆本資料は第三者への開示を前提として作成しておりません。商工中金による事前合意のない複写・転写・転載・改鼠または配
布はご遠慮下さい。


